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　山形国際ドキュメンタリー映画祭の高校生チーム「ドキュ山ユース」
（メンバー随時募集中！→裏面へ）が上映したい映画として選んだ『家族
写真』を16mmフィルムで上映します。上映後には感想会や、映写機
を紹介する時間を設けます。
　この作品の監督はイギリス国立映画テレビ学校在学中に知り合った
夫婦のコンビである。異なる文化圏からやって来たことが常に関心と
議論の源となっていた二人が日本に里帰りする。妻のクリスティンの視
点を通して、ごく普通の日常生活のなかで異国の人 と々適応すること
がどのような意味があるかを探っていく。その中で見事に描かれるの
は、二人の結婚によって新しくクリスティンの親戚となった日本人たち
の姿である。

　エストニアの国境地帯にある村を訪れたインド人監督は、道に迷い
ながら土地の人々に出会う『記憶の再生』。幼い息子の夢を見る女性、
亡き父の夢を見た女性、難民だった祖父の夢を見たという男性。この
世を去った人々は生者の夢に現れ、夢を見た人々にしか理解できない
体験を残す。残された物は記憶媒体となって、国境を巡る苦難の歴
史を暗示しながら、時を超えて人間の業を描き出す。
　夢の中でもがく息子を失った父親、今は亡き祖母が語った予知夢、
自分の体が目の前で粉々になる悪夢。突如として奪い去られた者たち
へ語りかけるように、自身に語り聞かせるように、打ち寄せる喪失体
験が、ベイルートの景色にふと姿を現し、消えては、また現れる。日
常のあちらこちらに死者の思念が宿るこの街の静寂をとらえた『ベイ
ルートの失われた心と夢』。

金曜上映会
イベント・レポート
ほか 

鑑賞会員無料（当日受付にてご入会ください）
会費・入会金不要（本法人「正会員・賛助会員」制度とは別です）。
認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭が主催する、月イチ開催の定期上
映会です。4月はやまがたクリエイティブシティセンター Q1、5月はフィルムライブラ
リーで開催しますのでお間違いのないようご参加ください。

2025年10月9日［木］～16日［木］
2025

   13:30（1回上映）
家族写真
YIDFF '89 
インターナショナル・コンペティション 奨励賞
監督：手塚義治、クリスティン・ロイドフィット
日本、イギリス／1989／16mm／60分

   14:00, 19:00（2作品2回上映）
記憶の再生
YIDFF 2023 アジア千波万波
監督：ヴァルン・トリカー
エストニア／2023／70分
ベイルートの失われた心と夢
YIDFF 2023 アジア千波万波 奨励賞
監督：マーヤ・アブドゥル＝マラク
フランス／2023／36分

隣接の小学校駐車場はご利用いただけません。Q1向かい
か、山形市役所向かいの中央駐車場をご利用ください。

日曜出張版

会場：やまがたクリエイティブシティセンターQ1 2-B
山形市本町1-5-19 山形市立第一小学校旧校舎

認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭を継続的に支援して
くださる方のための会員制度です。会員期限はどちらも4/1‒3/31です。

山形国際ドキュメンタリー映画祭は「認定NPO法人」です。認定NPO
法人に寄せられた寄付金には、寄付金控除が講じられ、寄付を行なう
側、受ける側、双方に有利になります。詳しくは最寄りの税務署にお問
い合せください。

ご寄付も受け付けております

認定 NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭を
www.yidff.jp/support/

本法人へのご入会について

映画祭や上映会、映像教育・支援活動、アーカイブ活
動の継続、新しい事業へのチャレンジをご支援ください。
ドキュメンタリー映画祭と、それを支える山形の映像文化
を豊かにする活動を維持していくため、皆様からのご寄付や会員ご入
会での一層のお力添えを賜りたく、よろしくお願いいたします。

 総会での議決権 寄付金控除 会費（1口）
正会員（個人） あり なし 10,000円
賛助会員（個人） なし あり 5,000円

会場：山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー試写室
山形市平久保100 山形国際交流プラザ（ビッグウイング）3階
お車でお越しの方は、ビッグウイングの無料駐車場をご利用ください。 
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山形市平久保100 山形ビッグウイング3F
開館時間：10:00－17:00
休館日：月・火曜（祝日を除く）、年末年始
臨時休館はWebサイトでお知らせします。
電話：023-635-3015

これまでに山形国際ドキュメンタリー映画祭に応募された20,000本
以上の作品（劇場公開予定などで視聴いただけない場合もあります）、東日
本大震災の記録映画とその作品資料を蒐集・保存を行うプロジェク
ト311ドキュメンタリーフィルム・アーカイブ⬇の登録作品、山形市
広報フィルムのデジタルライブラリー⬇の作品を視聴することができ
ます。また、金曜上映会（オモテ面）や、子どもの映画教室 ➡を開催し、
幅広い世代が映画に触れる機会を設けています。映画祭で上映した
作品のうち、権利者と合意書を交わした作品については、国内の非
営利上映向けに貸出を行っています。▶www.yidff.jp/library/loans/

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

◆インターナショナル・コンペティション
応募締切 2025年4月15日

2025年10月9日［木］～16日［木］
作品募集中！ www.yidff.jp/2025/entry

2025

◆アジア千波万波  
応募締切 2025年5月15日

山形市創造都市推進協議会では、山形市が製作した広報フィ
ルムをデジタル化し、「デジタルライブラリー」として公開してい
ます。伊勢湾台風の被害、仙山線の電化など、昭和34年から
37年までの「山形市のいま」を伝えた『山形市広報ニュース』、
昭和29年からの合併で新たに「山形市」となった地域を色彩
豊かに紹介する『のびゆく山形』などが山形ドキュメンタリーフィ

@FilmYamagatawww.creative-yamagata.jp

山形市創造都市推進協議会 事務局
山形市旅篭町 2-3-25　山形市文化スポーツ部文化創造都市課内
Eメール: creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp
電話：023-641-1212（内線 769）
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山形市広報フィルム
デジタルライブラリー

　ご自宅や倉庫に眠っているフィルムはありませんか？　　
　ホーム・ムービーや自治体の記録映像など、貴重なフィルムの多
くがその新たな価値に気づかれず、不要なものとして処分されたり、
劣化して二度と見られなくなってしまうという状況があります。
　映写機がなくて見られない、何のフィルムか分からないなどありまし
たら、山形映画祭事務局（023-666-4480）にご相談下さい。

フィルムを捨てないで！「懐かしい」を未来へ！

311ドキュメンタリーフィルムアーカイブ

東日本大震災の記録映画とその作品資料を蒐集・保存し、作品情
報を世界に発信するプロジェクトです。登録作品は山形ドキュメンタリー
フィルムライブラリー (裏面)内でご視聴いただけます。

www.yidf f311docs.jp

山形ドキュメンタリー
フィルムライブラリー子どもの映画教室

2月11日［火・祝］　山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー

だい15かい

　フィルム映写機を操作したり、ライブラリーを探検したあと、手描きアニ
メーション「おどろき盤」をつくり、撮影してスクリーンでみんなで観ました。         
記録映像→https://vimeo.com/yidff/eigakyoshitsu15

山形ドキュメンタリー道場
7

国際交流会「英語で交流してみませんか？」
2月28日［金］山形市中央公民館大会議室
金曜上映会土曜版 上映＆報告会
3月1日［土］
山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
共催:ドキュメンタリー・ドリームセンター

　山形の温泉地でアジアの映像制作者たちが
思考を深める「山形ドキュメンタリー道場」。肘
折温泉での約1ヶ月の滞在を終えた ファム・
ティ・ハオさん（ベトナム）、トリン・ディン・レ・ミ

ンさん（ベトナム）、陳芷琪（キャサリン・チャン）さん（香港）、馬智恆（マー・
チーハン）さん（香港）、山田徹さん（日本）が、英語を使った国際交流会に
ゲスト参加。子どもから大人まで、多くの方にご参加いただきました。金曜
上映会（土曜版）では、過去作の上映と報告会を行いました。新作に取り
組みながら滞在中に撮影された短編には、肘折の人 と々の交流と迫力あ
る豪雪が映し出され、道場は『肘折ホカホカの唄』で大団円を迎えました。

ご参加ありがとうございました！

いろいろな上映会やイベントを企画してみよう。
メンバー募集中。

@docu_777

これまでの活動   www.yidff-live.info/tag/docuyamayouth

@Docuyama_youth

　2017年の山形国際ドキュメンタリー映画祭（YIDFF）にボランティ

アとして参加した高校生を中心に結成されたYIDFFの高校生チームで

す。学校も学年も部活もさまざまなメンバーが集まり、ドキュメンタリー

の魅力を伝える活動をしています。

　これまで、学校上映会や野外上映会、海外から監督を招いたトー

ク付き上映会、映画鑑賞ワークショップ、映画祭参加者とのおしゃべ

り会などさまざまなイベントを企画してきました。4月13日［日］には

Q1 で『家族写真』を上映します！

YIDFF 2023では
監督への
インタビューも
行いました


